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牧
野
富
太
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よ
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本
郷
区
、
帝
大
、
醫
學
部
、
藥
學
教
室 

 
 

藤
田
直
市
宛
書
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藤
田
賢
薹 

玉
机
下 

其
后
は
大
変
に
御
無
沙
汰
を
申
上
げ
て
ゐ
ま
す
が 

此
不
順
の
天
候
に
も
拘
ら
ず
尚
御
安
康
に
御
精
研
の
御
事 

と
慶
賀
の
至
に
存
じ
上
げ
ま
す
。
私
も
例
の
通
り 

至
極
壮
健
で
す
か
ら
御
体
神
を
願
上
げ
ま
す 

去
る
四
月
に
は
周
防
ま
で
参
り
所
々
で
桜
花
を
観
、
大
和 

吉
野
山
へ
は
二
度
續
け
て
行
き
ま
し
た
六
月
始
に
は
肥
前 

雲
仙
嶽
肥
後
阿
蘇
山
へ
参
り
ミ
ヤ
マ
キ
リ
シ
マ
の
花
を
見
て 

来
ま
し
た
。
又
此
月
の
廿
四
日
か
ら
伊
豫
土
佐
へ
参
り
ま
す 

郷
國
の
土
佐
へ
は
実
に
二
十
年
ぶ
り
で
帰
囗
し
ま
す 

サ
テ
此
た
び
は
御
心
に
か
け
ら
れ
暑
中
御
見
舞
と
し
て
御
丁 

寧
に
御
贈
り
も
の
を
御
恵
み
下
さ
れ
御
好
情
の
段
誠
に
感 

謝
の
至
に
存
じ
上
げ
ま
す
。
何
時
も
た
だ
頂
く
ば
か
り
で
私
よ 

り
は
実
に
申
譯
も
な
き
御
無
音
に
な
っ
て
ゐ
ま
す
事 

を
お
詫
ひ
申
上
げ
ま
す
次
第
で
す
私
は
生
活
上
の 

奮
闘
ば
か
り
致
し
て
ゐ
ま
し
て
何
時
も
御
疎
遠
ば
か 

り
致
し
て
ゐ
ま
す 

先
達
囗
は
イ
カ
リ
サ
ウ
（
一
名
マ
ラ
タ
ケ
リ
グ
サ
）
の
御
研
究
論
文 

御
恵
み
下
さ
い
ま
し
て
面
白
く
拝
見
い
た
し
ま
し
た
右
誠
に 

長
延
引
厚
く
御
禮
申
上
げ
ま
す 

先
は
不
取
敢
右
御
禮
申
上
げ
度
略
義
な
が
ら
此
書
状
を 

差
上
げ
ま
し
た
。
土
佐
か
ら
帰
り
ま
し
た
ら
一
度
緩
々 

拝
眉
を
得
た
い
と
存
じ
て
ゐ
ま
す 

時
下
折
角 

御
自
愛
専
一
に
願
上
げ
ま
す 

七
月
十
九
日 

 
 

牧
野
富
太
郎 


